
  
 

 

  

指導計画表
 （全 時間）

時間 学習内容・主な活動

■とびら

・プレ活動（題材の導入）

■

・文法導入

・本文の導入

・

・本文の理解

■

・本文の復習（ ）

・音読練習

・コミュニケーション活動

・コミュニケーション活動 →

■

・文法の導入

・本文の導入

・

・本文の理解

■

・本文の復習（ ）

・音読練習

・コミュニケーション活動

・コミュニケーション活動 →

■

・ （個別→グループ）

・

■

■ ，

■

■

・海外の名所案内ポスター作成
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実践例

 の実践指導例

①とびらのページ

まずエアーズロックのピクチャーカードに注目

させ，生徒の知識や旅行の経験を引き出す英問をな

げかけながら，オーストラリアという国にも興味を

持たせていきます。世界マップの上で，日本との位

置関係などに触れます。実際に行ったことがある生

徒がいれば，その思い出を紹介させたり，教師自身

もオーストラリアに旅行した経験談を話すことも，

この国へのイメージをふくらませることになりま

す。また，大陸発見のエピソード，面積や自然など

について，クイズ形式で生徒に考えさせ，まつわる

写真を見せることで，生徒は有名なコアラやカンガ

ルーから，オペラハウス，先住民にいたるまで様々

な事柄に大変関心を示します。そして，最後に，一

枚の写真を見せます。サンタクロースがサーフィン

をしている写真です。この光景を見た生徒からは，

驚きや笑いなどさまざまな反応が出ます。当然どん

なことがわかるかを尋ねると，手が上がり，日本と

南半球にあるオーストラリアは季節が真逆である

ことを，説明してくれるでしょう。ここで，すでに

の導入が始まっていることになります。

② の文法導入から

黒板に貼ってある何枚かのピクチャーカードを

指しながら，

と繰り返し言いながら，「 に」「 を」「～する」

のポイントを理解させていきます。さらにこれらの

英文を板書して， の動詞の後に注目させ，

と を目で確認させます。音読の際， と に入

る語を入れ換えながら列ごとにパターンプラクテ

ィスを行うと効果的です。この後，ドリルに取り組

ませ，語順に概ね慣れてきたら，自己表現に挑戦さ

せます。ここで大切にしたいのは，単なる英作文で

はなく，誕生日や母の日，バレンタインデーなどの

ように，より身近でリアルな条件を与えることです。

例えば，

（資料１）

【資料 】

生徒の作品でユニークなものは，発表させたり，英

語科通信で紹介し，読んで を楽しみます。

③本文の導入から内容理解

キャラクター，会話について，ピクチャーカード

を見せながら，オーラルインタラクションで表現さ

せていきます。この時，必ず個人→クラス，クラス

→個人で復唱させます。目から耳から入る情報を口

頭でしっかり表現させたいからです。閉本させたま

ま健とエマの会話を あるいは との会話で聞

きます。この時，教科書にあるような英問を つ与

えておくと，生徒はその答えを探すことで，リスニ

ングに集中しやすくなります。次に，開本して再度

聞きながら内容理解をします。 の発音

や意味の習得はリズムにのせて行うことで，生徒も

音を楽しみながら語彙を増やしていくことができ

ます。内容理解の確認は，クラス全体で や

で行うことが多いです。列対抗や個人戦でクイズ

形式にすると， の発問にとても集中します。内

容理解をさせた上で，なりきりリーデイングに挑戦
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します。音読練習は，コーラスで正確な発音やイン

トネーションを聞きとり，ロールプレーで気持ちや

事実を伝える練習をすることができます。この後ペ

アワークに移しますが，個々のペースでバズリーデ

イングを入れると，ほとんど暗唱して教科書をはず

せる生徒が出てくる場合もあります。たとえセリフ

であっても，そのキャラクターになりきると，自然

に写真を持つ手が上がり， とたずね

るときには，腕をさするしぐさをする生徒もいまし

た。そして，このようなペアワークの発表をクラス

で行うことで，豊かな表現をする工夫を自分もやっ

てみようとする生徒が増えていくことになります。

④復習からコミュニケーション活動へ

前時の内容の復習を兼ねて，ピクチャーの内容に

ついて， をさせることは，生徒自身が内容

理解をどれくらいできているかを知ることになり

ます。キーワードをヒントとして与えると，取り組

みやすくなります。ウォームアップの時に，教科書

の の と の語句を導入

しておくと，次のタスク の が取り組みやす

いです。基本的に指示などは全て英語で出すように

し，次のタスク ， では， を

口慣らしした後，ペアワークでそれぞれの場面での

アイディアを表現し合います。ここでも独自の表現

がしたくて，和英辞典で調べる生徒の姿もありまし

た。

⑤ の文法導入から

まず， の を使って，感情表現

を導入していきます。その後，何人かの人物の顔の

表情について や生徒に質問をします。（資料 ）

生徒の中には，初めこのように「～だ」と答えるも

のもいますが，「～に見える」との違いをはっきり

気が付かせることができます。 ～（形容詞）

を理解し，表現に慣れるだけでなく，お互いの持つ

印象の相違を楽しむこともできます。また，ケーキ

やお寿司，動物などの写真を用いて，感情以外にも

などにも使えることを体感させて

いきます。

【資料 】

⑥本文の導入から内容理解

同様，ピクチャーカードを使って，オーラ

ルインタラクションで場面の理解を促していきま

す。この時，健の表情や持っているものに注目させ

リスニングの英問をしながら，本文の大意をつかま

せます。この場面では，健がもらったブーメランと

オーストラリアの原住民との関わりを想像しなが

ら，本文の会話を聞くことになります。

の部分に生徒たちが反応しているのがわかりまし

た。さらに の習得を行います。本物の

ブーメランにじかに触れさせることで，生徒は狩り

の真似をして見せたり，興味を高めているのがわか

りました。

内容の理解を確認するため口頭での のほか

に，「 」にトライさせ， 問程度の英問

英答をとおして本文の理解度を測ることができま

す。苦手意識を持ったり，取組みに差がでないよう

に，全体で確認する前に協習をさせています。（資

料 ）

【資料 】

⑦復習からコミュニケーション活動へ

本文のフィードバックを や の
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で行い， ～， のポイントを再

度確認することもできます。この の

活動内容は，定期的に実施している「

」の中に取り入れ，既習のものとともに，コミ

ュニケーション活動を行っている。 とのデモン

ストレーションを聞かせた後， ～ 問の のモ

デル練習をします。本番では，生徒は自己表現に挑

戦しペアワーク終了後，会話の内容を思い出して書

かせます。

何人かの生徒にリポートさせることもします。そう

することで友だちの考えについて，さまざまなリア

クションを得られることができました。ここで「聞

く」「話す」 「書く」「読む」の 技能を使って

表現活動が統合できたことになります。

⑧実践の振り返り

新出の文法の導入場面も本文の導入や の

習得の際も，常に心がけていることは，提示する対

象にリアルな臨場感を持たせることです。自分たち

がよく遭遇する場面や，興味関心を引く話題や言語

材料を使うように設定することで，日本語を介さず

に英語を英語で習得しやすいことが，生徒のリアク

ションや毎時の学習目標と振り返りを書かせてい

る カードの内容からもよくわかります。

今後の課題として，中学 年生のうちから，自らさ

まざまな語彙を しようする態度を身につけさ

せ， を，失敗を恐れずにやってみようという

意欲をもっと育てていきたいです。

 の指導事例

①

すでに でオーストラリアの気候や日本

（北半球）との違い，先住民族の生活について簡単

にふれています。ここでは を行い，

オーストラリアについての背景知識をさらに広げ

ていきます。設問は， の復習を含む簡単で一般

的なものから，あまり知られていない雑学まで，こ

れから学習する や への興味につ

ながるようなものを用意します。 の絵

や楽器， の色が変わっていくようすを

写真や動画で紹介すると，興味をもって の

活動に入ることができるでしょう。その際に，主な

を取り入れて紹介しておきます。

②

への意欲づけができたところで，いよい

よ内容の読み取りに入ります。まとまった英文を自

力で読む力をつけたいという観点から，まずは各自

で読ませます。 回目は，固有名詞や ，

に線を引き，教科書 の に

答えて全体の概要をつかめるようにします。 回目

は，教科書 の と を活用し，よ

り正確に内容を理解できるようにします。

この題材は「オーストラリアの観光地について書

かれた新聞のコラム」であり，観光地の紹介ととも

に「観光客が気をつけるべきこと」についての筆者

の意見を読み取ることが重要です。そこで， 回目

は の に答えるとともに，筆者が一番

伝えたかったメッセージを文中から探し，下線を引

かせます。

このように段階的なタスクに取り組むことによ

り，大まかに→より詳しく→主旨を自分の力でつか

むことができるようにします。それぞれの段階ごと

に，各自で取り組んだ後にペアまたは 人程度の小

グループで答えの確認や意見の交換を行います。グ

ループで教え合い，学び合うことで，より理解が深

まり，自信をもつことができます。その後，クラス

全体で意見を出し合う時にも，活発な意見交換がで

きるようになります。

③

では，本文の内容と筆者の意見を

理解した上で，自分自身の意見を持つことを目指し

ます。パンフレットを読んだ 人の生徒の意見を聞

き，自分の意見により近いものを選び，理由ととも

に発表します。 と同様に，各自で意見を

まとめた上で，ペアや小グループで話し合うことで，

より活発な意見交換をすることができるでしょう。

 の指導事例

初めてイギリスに来た徹と，ロンドンの空港に迎

えに来てくれた友達との会話です。英文を聞く前に，
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世界地図を見ながら地名と位置の確認をしておき

ます。 回目の （教科書のタスク ），

地図上の◆を結び，徹がロンドンにやって来た経路

をたどります。 回目の （教科書のタ

スク ）では， つの質問に英語で答えます。英文

を聞く前に，先に質問文に目を通しておくとよいで

しょう。聞きながら簡単にメモを取り，最終的には

質問に対応した適切な文の形で答えることを目標

とします。 回目の は総仕上げです。

質問に正しく答えられているか最終確認をすると

ともに，その他に聞き取れた単語や英文をメモして

おくと，その後の活動に生かせるでしょう。

回目の の後 を配布して，答

えの中心となっている部分や重要な語句，表現を確

認しながらタスク の答え合わせを行います。

タスク では，徹に起こった問題をもとに，海外

旅行をする人たちへのアドバイスを考えさせます。

 の指導事例

全体を通して，海外の名所や観光地，

歴史，文化，海外旅行が題材となっています。

のねらいは，海外の情報を取り寄せるための

正式な問い合わせの手紙を書くことです。教科書の

タスク で「問い合わせ」「お願い」の表現を理解

するとともに，タスク では実際に手紙を書きます。

その際に，生徒自身が興味を持っている国や都市を

想定し，訪れたい名所やしてみたいこと，旅行の計

画を立てるにあたって知りたいことを具体的に考

えさせるとよいでしょう。世界の国々の観光局のホ

ームページなど，見ているだけでわくわくしてきま

す。下書きをチェックした上で，希望者には実際に

英語で書いた で問い合わせをさせてもよい

でしょう。英語で返信が来れば，生徒は情報だけで

なく，自分の英語が正しく伝わったという喜びも手

に入れることができるでしょう。

こうして調べた興味のある国や都市の情報をま

とめて， サイズ程度の簡単な新聞を作成しては

どうでしょう。 で学習してきた観光地や

文化，歴史の紹介（ ， ），自分

で問い合わせて調べたこと（ ），海外を

訪れるときのアドバイス（ ，

）を盛り込み，写真あり，見どころ満載の楽

しいポスター新聞を完成させましょう。興味をもっ

て調べ，工夫してまとめた世界の国々について，お

互いに発表し合うことで，教室にいながら心はまだ

見ぬ広い世界を旅することができるでしょう。


